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掲載事例一覧

⑪　ＧＯＴＴＳＯ阿波【徳島県阿波市阿波町】
　　（野菜でまちおこし！若手農家たちの奮闘記）

①　株式会社兎ッ兎ワイナリー【鳥取県鳥取市国府町】
    （農業を通じて人がつながり夢と未来を創造する）

②　河岡農園株式会社【鳥取県境港市】
　　（弓ヶ浜半島で白ネギの周年栽培に取り組む）

③　えーひだカンパニー株式会社【島根県安来市広瀬町】
　　（今日も、明日も、10年後も、ずっと「えーひだ」）

④　株式会社松永牧場【島根県益田市種村町】
　　（「安全・安心・おいしさ」をモットーに）

⑤　瀬戸内かきがらアグリ推進協議会【岡山県岡山市北区磨屋町】
　　（カキ殻を有効利用した循環環境保全型農業）

⑥　有限会社エーアンドエス【岡山県笠岡市拓海町】
　　（スマート農業一貫体系で加工用野菜の大規模生産）

⑦　せとだエコレモングループ【広島県尾道市瀬戸田町】
　　（日本一の産地を守る！せとだエコレモン®）

⑧　安芸の山里農園　はなあふ【広島県東広島市志和町】
　　（環境保全を意識した持続可能な土づくり・営農）

⑨　株式会社瀬戸内ジャムズガーデン【山口県大島郡周防大島町】
　　（過疎の島に100年続く地域産業を創ろう！）

⑩　長門市未来農業創造協議会【山口県長門市】
　　（長門市農業を持続可能で「稼げる産業に」）

⑱　株式会社四万十ドラマ【高知県高岡郡四万十町】
　　（地元発着型産業で地域を元気にしたい）

⑫　株式会社フードハブ・プロジェクト【徳島県名西郡神山町】
　　（神山の農業と食文化を次の世代につなぐ）

⑬　有限会社井上誠耕園【香川県小豆郡小豆島町】
　　（耕作放棄地を再生し、農村の活性化を目指す）

⑭　香川県立多度津高等学校【香川県仲多度郡多度津町】
　　（多度津高校建築科有志による獣害対策の取組）

⑮　農業生産法人 株式会社ニュウズ【愛媛県西宇和郡伊方町】
　　（輸出と自社内6次産業化で可能性を広げる）

⑯　株式会社地域法人 無茶々園【愛媛県西予市】
　　（日本一のまちづくり集団を目指します）

⑰　特定非営利法人 日高わのわ会【高知県高岡郡日高村】
　　（地域の形を維持するコミュニケーションビジネス）
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※ この地図は、必ずしも我が国の領土を包括的に示すものではありません。



農業を通じて人がつながり夢と未来を創造する

鳥取県

株式会社兎ッ兎ワイナリー（鳥取市国府町）
代表取締役 前岡 美華子

〇生食用･加工用ぶどうの栽培 〇ワインの製造
〇生食用ぶどう･ワインの販売 〇ワインを通じたイベントの企画･運営

○  取組内容
・2016年、当省の総合化事業計画及び鳥取県の支援事業が認
定され、翌年にワイナリーを開設、自社での醸造を開始した。
・「サステイナブルなワイン造り、鳥取県の食材と相性の良
いワイン造り」を目標にぶどうを栽培している。
・マルシェ、ワインセミナー、講演会、地域の学校への訪問
授業などを企画・運営している。

○ 取組に至った経緯
・年齢、性別、社会的背景などの制約にとらわれることなく
多様性を考慮した、人が繋がり合う地元産業のプラットフォ
ームを作ろうと思った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・経営的な課題を解決するために、農林水産省や鳥取県の補
助事業を活用した。
・農業に関する知識や経験がほとんどない状態だったが、ス
タッフや関係者などの人的ネットワークからの支援を受けた。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
とっとりSDGs企業認定（令和４年）
鳥取県男女共同参画社会推進企業認定
鳥取市立国府中学校「働く人に学ぶ」講師
鳥取県立鳥取東高校「鳥取学」講演
因幡元気大賞受賞（令和５年）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・地域の自然環境の保持と住民との共生を図り、地域に根ざ
した農業、商工業及び教育福祉を含めた広範囲な産業を一貫
して行える多面的な事業を展開し、栽培、加工、販売、人材
育成のプロセスを持った６次産業の創出を目指す。

中国四国農政局

鳥取市立さつき保育園
ぶどう畑での園外保育

〇あらゆる人が可能性を
試せる場所を作りたい。

農業

特区
ワイナリー

販売店

教育

福祉医療

鳥取版
キッザニア

就労支援

経営者からのコメント

前岡 美華子氏
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弓ヶ浜半島で白ネギの周年栽培に取り組む

鳥取県

河岡農園株式会社（境港市）
代表取締役 河岡 誠（白ネギ職人）

〇白ネギの周年栽培
〇新規就農希望者への支援

○  取組内容
・平成28年に河岡農園株式会社を設立し、週休二日制と分業制を
取り入れた経営を行っている。
・近隣の農地及び国営干拓事業「中海地区弓浜工区」で、白ネギ
の周年栽培を行っている。
・新規就農希望者の研修を受け入れたり、条件のいい遊休農地
を利用権設定ののち、耕転等の管理を行って確保し、新規就農希
望者が就農しやすくしている。
・若手の白ネギ栽培農業者による「境港市次世代農家の会ＮＥＸ
Ｔ」及びJA鳥取西部白ネギ生産部会内の「わかば５５会（55歳以
下の営農者）」で、農業技術の向上や情報交換に取り組んでいる。

○ 取組に至った経緯
・平成19年に鳥取県立農業大学校を卒業し就農。同時に父親から
経営継承を行った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・小規模の遊休農地を再生する際に使える補助事業が少ない中、
自前で再生し、農地を確保している。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・鳥取県は、砂丘地や黒ぼく土壌などで１年を通して品質の高い
白ネギが安定生産できる。年間１～２名の新規就農希望者に研修
を続け、地域の農業者を増やし、連携することで地域の活性化を
目指す。
・これからもどんどん白ネギを生産して、日本一の白ネギ生産県
にしていきましょう！

中国四国農政局

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

河岡農園株式会社社員一同

〇白ネギを栽培するの
は楽しい。今後も白ネ
ギ生産に注力したい。

経営者からのコメント

河岡 誠氏
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今日も、明日も、10年後も、ずっと「えーひだ」

島根県

えーひだカンパニー株式会社（安来市広瀬町）
代表取締役 川上 義則

〇えーひだ市場等運営、移動販売事業等

○  取組内容
生活環境、産業振興、地域魅力及び定住促進を目的とした

「比田地域ビジョン」（平成28年３月策定）に基づく活動を展
開し、水稲等農産物生産・販売や加工食品の製造・販売を行っ
ている。
えーひだ市場等運営のほか移動販売事業等の地域生活環境関

連事業を総合的に実施。

○ 取組に至った経緯
過疎、少子高齢化、担い手不足等による地域存続の危機感か

ら、島根県安来市広瀬町比田地区内の有志で結成されたプロ
ジェクトチームで話し合いを重ね、平成28年８月に任意組織で
ある「えーひだカンパニー」を創設。平成29年３月に法人化し
「えーひだカンパニー株式会社」を設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
メンバーの多くは本業を持っているため、コミュニケーショ

ン不足により意思疎通ができないという課題があったが、収益
事業の拡大により３名の事務局の常時雇用が可能となり、情報
伝達や調整がスムーズに行えるようになった。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成30年度ふるさとづくり大賞団体表彰（法務大臣表彰）
平成30年度中国四国農政局「ディスカバー農山漁村の宝」選定

○ 今後の展望 （将来に向けて）
少子高齢化、人口減少地域で地区内総生産を高めることは非

常に重要です。地区内の各分野で付加価値をつけ、新たな利益、
雇用をつくりだすことで活力が生まれます。
人口が減っても持続できる循環型社会（人・モノ・自然・カ

ネ）、互いに支えあえる地域を目指したい。

中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

えーひだ市場で販売する農
産物や加工食品

〇多岐にわたる活動で
忙しくて大変ですが、
地域を次世代に繋ぐた
めにも、
前向き
に挑戦
してい
ます。

川上 義則氏

経営者からのコメント
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「安全・安心・おいしさ」をモットーに

島根県

株式会社松永牧場（益田市種村町）
代表取締役 松永 和平

〇肉牛の繁殖・肥育・牛糞堆肥の製造・販売

○  取組内容
昭和48年８月に設立し、肉牛の繁殖・肥育・牛糞堆肥の製

造・販売のほか、飼料作物を生産。関連会社（株式会社メイ
プル牧場他５社）と連携し、肥育素牛の確保や予防衛生など
大規模牧場を生かした経営を実施。また、未利用資源の有効
活用として食品残渣を利用したエコフィードの生産と地域内
供給、地域の集落営農組織との耕畜連携等にも取り組む。

○ 取組に至った経緯
父親が交通事故により大けがを負い、それにより農業を継

ぐことに。その際、従前のやり方に疑問を抱き、経営の法人
化大規模化、近代化を目指す。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
畜産は多額の資金を必要とするため、常に経営を公開し信

用を得た消費者に安心して食べてもらうよう、現場環境や生
産履歴を公開するISO14001や生産情報牛肉JASを取得していま
す。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
農林水産祭天皇杯 内閣総理大臣賞（平成20年）
全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞
（平成27年、令和２年、令和４年）
日本農業賞大賞（平成５年）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
安心、環境、地域及び食について独自の取組を行っており、

松永牧場でしかできない肉を作るため、スタッフ全員が心を
揃えて取組んでいきます。

中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

オカラ、バナナ等の未利用資
源の有効活用のための「食品
残渣飼料化プラント」

〇大牧場の環境問題が
深刻化する中で環境に
やさしい循環型畜産経
営を目指
し常に地
域との共
存共栄を
考え続け
ます。

写真提供：松永牧場

松永 和平氏

経営者からのコメント
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○  取組内容

○ 取組に至った経緯

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法

○ 取組の成果（受賞・表彰等）

○ 今後の展望 （将来に向けて）

瀬戸内海で水揚げされた牡蠣の殻を有効利用した、農畜産物の
生産性を高める循環環境保全型農業に取組。その成果物に「里
海」を冠としてブランディングを行い、新たな付加価値を創出。
収益の一部を基金化し、里海再生活動を支援。

カキ殻を有効利用した循環環境保全型農業

岡山県中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

経営者からのコメント
（本人写真付き）

ブランド商品の一例

漁業系廃棄物である牡蠣殻は、全国で年間約16万t排出され
ており、その処理は漁業関係者のみならず地域の大きな悩み事
の一つとなっていた。このため、牡蠣殻を有効利用してお米の
生産性を高める取り組みをブランド化できないかと考え、活動
を始めた。
（主な経緯）
平成28年度 「里海米」として生産販売開始
平成29年度 瀬戸内かきがらアグリ推進協議会設立
令和２年度 瀬戸内かきがらアグリ基金設立

令和３年度 第９回環境省グッドライフアワード実行委員会
特別賞（環境省主催）

令和４年度 第９回ディスカバー農山漁村（むら）の宝
優秀賞（農林水産省）

瀬戸内かきがらアグリの取り組みを県内だけではなく瀬戸内
海沿岸の地域はもちろん全国に普及させ牡蠣殻の再利用拡大を
進めていく。

事業推進にあたっては農家やＪＡなどの農業関係者だけで
なく、漁業関係者や里海農畜産物の流通・販売事業者、行政
など多くの関係者との密なコミニュケーション・情報共有に
努め、協議会一丸となって都度課題解決に臨んでいる。

瀬戸内かきがらアグリ推進協議会（岡山市北区磨屋町）
事務局：全国農業協同組合連合会岡山県本部

〇各賞の受賞を契機に、本
事業を全国に発信し、里海
農畜産物の更なるブランド
化や地域の活性化を図って
いきたい。

事業者からのコメント
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スマート農業一貫体系で加工用野菜の大規模生産

岡山県

○  取組内容
① 加工業務用野菜（キャベツ、たまねぎ、かぼちゃ）の栽培・出荷
・ 契約栽培による安定した販売先の確保
・ 野菜の原体出荷から実需のニーズに応じた一次加工品の
出荷へ転換

② 大規模生産に適したスマート農業技術等の導入
・ 大型機械や鉄コンテナ等の導入により、労働コスト削減
・ 農業機械や栽培管理でのスマート技術導入により、品質向上・
収量増加を実現

③ 多様な人材の活用
・ 職員の都合に合わせた働きやすい環境整備により、子育て中
の女性や定年退職者など、多様な人材を登用

○ 取組に至った経緯
干拓地の大区画ほ場での生産におけるメリットを生かした収

益性の向上と、コロナ禍の影響による需要減への対応のため。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・単純な大型機械の導入だけでは品質や収量の向上が図れない
ため、栽培管理や農業機械におけるスマート農業一貫体系の
技術を導入
・競合が多いたまねぎ等の原体出荷から、中国産が主体となっ
ていた「むきたまねぎ」などへの一次加工後の出荷への転換

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
農業イノベーション大賞２０２０（農業情報学会他）
令和５年度（第 63 回）岡山県農林漁業近代化表彰受賞
笠岡市のふるさと納税の返礼品（キャベツとたまねぎ）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
スマート農業技術を活用し、露地野菜栽培の少人数でのオペ

レーションと、一次加工の機械化により事業を拡大していき、
多様な人材を受け入られる雇用形態を用意して、地域の雇用創
出につなげる。

中国四国農政局

収穫風景

有限会社エーアンドエス（笠岡市拓海町）
代表取締役 大平 貴之

〇加工業務用野菜（キャベツ、たまねぎ、かぼちゃ）の栽培・出荷

育苗施設

大平 貴之氏

経営者からのコメント

〇輸入に頼りがちな加工用輸入
野菜を国産化し、特別な時にし
か食べられないものを作るので
はなく、皆に食べてもらえるも
のをつくり、歳をとっても出来
る農業を展開できることで、地
域活性に繋げ、農業のイメージ
を「楽し
い」「か
っこいい」
に変えて
いければ
と考えて
います。
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日本一の産地を守る！せとだエコレモン®

広島県

○  取組内容
・「皮まで食べられるレモン」を目指して、肥料や栽培方法等の情報を共
有しながら広島県の「安心！広島ブランド」特別栽培農産物として「せと
だエコレモン®」を生産・出荷している。
・露地栽培に加えハウス栽培や貯蔵レモン（鮮度保持フィルムで個包装し
「ＪＡながの」のりんご用冷蔵庫で貯蔵）により周年供給を実現した。
・商標登録した「ハートレモン®」「スターレモン®」や地元食品製造会社
等と加工品を開発、ヒット商品を生み出した。

○ 取組に至った経緯
瀬戸田の温暖で風も少ない立地条件はレモン栽培に適しており、昭和38

年には全国生産の75％を占める大産地となった。昭和39年のレモン輸入自
由化の影響で一時は壊滅寸前にまで衰退したが、昭和50年に輸入レモンの
ポストハーベストが問題となり国産レモンの安全性が見直されたのを機に、
産地復活に取り組んだ。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・産地再生に向けて、１農家に苗を10本づつ植えてもらう「一農家一畝
運動」を展開し、全町を挙げてレモン増殖に取り組んだ。
・出荷最盛期の冬場にニーズが少なく値崩れを起こしていたが、貯蔵方法
を模索しニーズのある夏場に販売できるように対応した。
・日本一の産地に復活後、需要が伸びず販売に苦戦したが、他産地との差
別化を図るため特別栽培に取り組むとともに、規格外品については安全性
を生かした加工品を開発し生産者手取りを確保した。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
・日本一の産地に復活し、「せとだエコレモン®」のブランド化に成功
平成15年、第８回環境保全型農業推進コンクール 優秀賞
平成20年、グループ全員が広島県特別栽培農産物認証を取得
令和４年、第52回日本農業賞（集団組織の部）大賞
令和５年、第62回農林水産祭天皇杯（園芸部門）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・温度計の設置や気象庁のデータを基にした低温ハザードマップを作成し、
寒波に耐えうる産地づくりを進める。
・広島県で処理に困っている牡蠣殻を原料にした肥料を使うなど、環境に
配慮した環境保全型農業に取り組む。

中国四国農政局

〇日本一のレモン産地
としてさらに挑戦を続
けていきたい。

「せとだエコレモン®、ハートレモン®、スターレモン®」はひろしま農業協同組合の登録商標 画像提供：ひろしま農業協同組合

ハートレモン®

開発したヒット商品

せとだエコレモングループ（尾道市瀬戸田町）
会長：宮本 悟郎、グループ員156名

〇主な事業：特別栽培農産物（レモン）の生産・販売
〇栽培面積：約32ha URL https://jahiroshima.or.jp/4-sanchoku-lemon

スターレモン®レモンの花 「レモン谷」から多々羅大橋を望む

代表者からのコメント

宮本 会長
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環境保全を意識した持続可能な土づくり・営農

広島県

安芸の山里農園 はなあふ（東広島市志和町）
代表 森 昭暢（もり あきのぶ）

〇主な栽培：少量多品目の野菜や稲を有機栽培し環境負荷低減を実践
〇栽培面積：約2.5ha URL https://hana-fu.com

○  取組内容
・イネ科やマメ科、作物と緑肥を組み合わせた輪作やリビングマ
ルチ栽培により、土壌侵食を抑え、土づくりを推進。
・小水路の確保、インセクタリープランツ（天敵温存植物）利用
等により生物多様性を確保し病害虫を抑制。生産性の向上と環境
保全を両立。
・定期的に土壌診断や土壌断面調査を行うとともに、農研機構西
日本農業研究センターや広島大学と連携した生き物調査に取り組
むなど環境保全効果を把握しつつ営農を展開。

○ 取組に至った経緯
・学生から社会人時代に都市と農村を行き来する中で食べ物と自
然環境について考える機会が増え、将来への不安が膨らみ、持続
可能な地域農業を通じて自然環境を保全し、人の食とくらしの実
現に貢献すべく、情報収集と農業技術の研鑽を行った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・有機栽培技術を学ぶ場所や販路がなかった。人と人とのつなが
りをつくり大切にすることで様々な農園に出入りでき技術や販路
の確保につながっていった。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成28年多面的機能発揮促進事業 中国四国農政局長表彰優秀賞
令和２年優良土づくり推進活動表彰 日本土壌協会会長賞
令和４年未来につながる持続可能な農業推進ｺﾝｸｰﾙ 農産局長賞

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・豊かな土壌を育む技術と作物の主体性を引き出す技術を高めて
いきたい。また、栄養価の高い農産物が得られる栽培技術を探っ
ていきたい。例えば土壌中に炭素を貯留するなどカーボンマイナ
スを目指した農業を展開したい。

はなあふで有機栽培した野菜などの直売所

中国四国農政局

〇人とのつながりを大切
にしながら持続可能な農
業を通じて昔から大切に
されてきた食、農業、知
恵、技を未来に伝えたい。

作物と緑肥を組み合わせ
た輪作とリビングマルチ
栽培

有機栽培し環境負荷低減を実践しているほ場

森 昭暢氏

経営者からのコメント
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過疎の島に100年続く地域産業を創ろう！

山口県

株式会社瀬戸内ジャムズガーデン（大島郡周防大島町）
店主 松嶋 匡史

周防大島で生産された農産物を使用し、ジャムや、レモンチェッ
ロ（リキュール）などの製造を核とした６次産業化を推進・拡充。

○  取組内容
2007年設立。地元農家と連携し、地元の旬の食材を使用した多

種にわたるジャムやレモンチェッロ（レモンのリキュール酒）の
醸造・販売に取り組んでいる。また、加工原料の高価買取や耕作
放棄地の解消（活用）にも取り組むなど、地域農業振興に大きく
貢献しているほか、ＵＩターン者への支援や島の活性化につなが
るイベント等への参画など、ジャム作りの枠を超えた活動にも意
欲的に取り組んでいる。

○ 取組に至った経緯
農家の高齢化や離農という現状を見た時、このままでは原料が

確保できず、ジャム製造も立ち行かなくなると思い、ジャム造り
を通して地域全体の６次産業化を進めるなど、島全体が潤う仕組
みづくりが必要だと考えた。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
商品の原料となる作物を自社で生産することは可能であったが、

島の活性化を図るためには、地元農家やＪＡと連携した原料の安
定調達を考慮する必要があった。
このため、既に生産されている原料となる作物は、引き続き地

元農家に生産をゆだね、島内農業が活性化するよう努めている。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
フリーランスパートナーシップアワード グランプリ受賞
（令和元年度）

日本農業大賞食の架け橋部 大賞受賞（令和２年）
農林水産祭多角化経営部門日本農林漁業振興会会長賞受賞
（令和３年度）など。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
将来的には、周防大島産の米を使用したリキュール酒の製造・

販売を行いたい。行く行くは海外進出も視野に入れている。

中国四国農政局

〇農産加工品を製造・販売す
るだけでなく、地域の魅力を
高め、人を引き付ける地域産
業を目指したい。

代表取締役 松嶋 匡史 氏

島で採れた農産物で製造したされたジャム

耕作放棄地を再生し、レモンの苗木を植樹

島内産農産物を
使ったジャム

島内産レモンを使ったリキュール製造

経営者からのコメント

店舗外観
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長門市農業を持続可能で「稼げる産業に」

山口県中国四国農政局

オーガニックビレッジ宣言

○ 取組内容
長門市は、農業の持続可能な成長産業化を目指し、諸課題の解決
に向けた政策提言を行う協議会を創設。協議会の下に設置した専門
部会は、情報収集、整理、分析等を担う市（農林水産課）と情報交
換等を行って政策立案を協議会に提案。協議会は、強力なリーダー
シップにより今後市が取り組むべき事項を決定し政策提言を行うこ
とで、スマート農業や有機農業等の推進に向けた活動に大きく貢献。

○ 取組に至った経緯
農家の高齢化や減少が進み、後継者、担い手不足が深刻化。労働
力不足により、農地保全や地域農業の維持が難しくなるなど厳しい
環境下にある長門市農業が、将来にわたり持続可能な成長産業とな
るよう、農業における諸課題の解決に向け、検証・提言を行う組織
として、令和３年５月に設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
持続可能な農業を進める上で、環境負荷低減を目指した農業に多
くの農業者が取組みやすくする環境づくりが課題となっているが、
関係者が協議会を通じて積極的に関わり、専門的な知見を活かした
提言を行うことで、効果的な支援・対策を誘導。

○ 取組の成果
各課題に対する事業の予算化。特に、スマート農業実証事業にお
いては、スマート農業技術スタートアップマニュアルを作成。有機
農業等推進では、有機農業等推進計画を策定し令和５年３月に
「オーガニックビレッジ宣言」を行う。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
民間企業の持つ先進的かつ稼ぐ力を活用しながら、新たな産業体
系の構築、基盤強化、労働生産性の向上確保、人材の確保、新たな
販路開拓及びブランド化による需要拡大に取り組むなど、協議会を
通じ長門市の農業を持続可能で稼げる産業に推進していく。

スマート農業実証
（ドローン直播）

乗用直播機
（直進アシスト使用）
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○  取組内容
「農家の力でまちを元気にしたい」という熱い思いで、阿波市

の若手農業者たちが2012年に「GOTTSO阿波」を立ち上げた。
翡翠ナスの産地化に取り組み、「GOTTSO美～®ナス（以下「美

～ナス」という。）」の名称で、新たな阿波市特産品として生産。
ブランド野菜として確立しながら、都市部への販路開拓。
グローバルGAP、とくしま安２GAP（優秀）を取得。
「美～ナス」を通じて、地元のこども園や小学校での食育活動。

○ 取組に至った経緯
阿波市の基幹産業は農業であるが、高齢化や後継者不足に直面

していた。若手農業者たちは、自らの活動や野菜をPRすることで、
「地域の役に立ちたい、変えていきたい」と立ち上がった。
「美～ナス」のブランド化と販路開拓を進める中で、東京オ

リ・パラの選手村に納品し世界中の人に食べてもらうことが目標
となり、グローバルGAP取得を目指した。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
通年で自分たちの野菜を売り込むのに、夏の「美～ナス」だけ

では売り込みにくいので、冬作の新ブランド野菜づくりに着手。
冬野菜のミニ白菜「ミルフィ～菜」のブランド化に取り組み、

2021年度とくしま特選ブランド認証を得て、更に売り込みを進行中。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成30年度「中国四国地域未来につながる持続可能な農業推進コ

ンクールGAPの部」局長賞
令和２年度「徳島県優良農村集団知事表彰」、

「ディスカバー農山漁村の宝」ビジネス部門準グランプリ

○ 今後の展望 （将来に向けて）
2025年大阪・関西万博での取扱いを目指し活動していく。

野菜でまちおこし！若手農家たちの奮闘記

徳島県中国四国農政局

〇メンバー内での連携、活動
を深めながら、阿波市以外で
も生産者を増やし、将来的に
は徳島県全域での生産を目指
していきたいです！

東京・南池袋公園でのマルシェ

GOTTSO阿波（阿波市阿波町）
会長 寺井 稔

〇阿波市特産品「GOTTSO美～®ナス」を生産する若手農業者グループ

GOTTSO美～®ナス

会長 寺井 稔氏

代表者からのコメント
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神山の農業と食文化を次の世代につなぐ

徳島県

株式会社フードハブ・プロジェクト（名西郡神山町）
共同代表取締役 農業長 白桃 薫

○  取組内容
「地産地食」を軸に農業や文化を次世代につなぐため、「育て

る・つくる・食べる・つなぐ」を循環させるシステムを構築。
「育てる」：景観を守り、地域農業と食文化をつなぐ農業者を育

成する。農業研修を経て独立就農するまで町役場と連携したプログ
ラムを実施。
「つくる」：この土地で育つ素材を使用し、地域に継承されてい

る方法で神山町の文化と人・食をめぐるモノづくりに取り組む。
「食べる」：農業を次世代につなぐため、地域で育てた農作物を

使用する「かま屋」を運営。
「つなぐ」：地域の農家や作り手、学校と連携し、町内全ての住

民が「循環」を軸にした食育に取り組んでいる。
2022年度から町内の小中学校、2023年度から神山まるごと高専の

給食の提供を開始。

○ 取組に至った経緯
神山町地域創生戦略を考えるため、町役場と住民が一体となって

行われたワーキンググループがきっかけとなり活動を開始。
農業者の高齢化や後継者不足による耕作放棄地の増加、鳥獣被害

拡大など神山町が抱える課題解決を目的とし「地産地食」を軸に農
業や文化を次世代につなぐため、神山町役場、神山つなぐ公社、株
式会社モノサスが共同で設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
町内の食材を中心に使う運営を当初から行っているため、食材の

生産や調達が非常に難しい場面が多く見受けられた。しかしながら、
自社農園はもちろんのこと、地域の農家さんとの調整を密に行い、
産食率（自給率）を高めていくことを目指している。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
2018グッドデザイン金賞（経済産業大臣賞）
（神山町役場、神山つなぐ公社、株式会社モノサスと合同で受賞）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
町内の小中学校及び神山まるごと高専の給食を通じて、町と

連携し「地産地食のまち宣言」の策定を目指す。

中国四国農政局

地域の食材をたっぷりと
使って作られる料理

農業や食のプロが行う
教育プログラムの提供

〇小さいものと、小さ
いものをつなぐ取り組
みを応援ください。

農業長 白桃 薫氏

経営者からのコメント
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〇農業でこの国を豊かに
したい。先代から親子三
代続くこの信念を絶やさ
ず、誠実に畑を耕して、
次の世代まで実りある大
地を残していきたい。

耕作放棄地を再生し、農村の活性化を目指す

香川県

有限会社井上誠耕園(小豆郡小豆島町）
代表取締役 井上 智博

〇オリーブ・柑橘類の栽培から製造加工、販売までを一貫して自社で行
う（栽培面積64,000坪）。

○  取組内容
小豆島に東京ドーム約300個分あると言われている耕作放棄地を、

もう一度実りある大地に再生する取組。

○ 取組に至った経緯
農業だけで生きていくことが難しい現代、農業従事者の高齢化

や後継者不足もあり、第一次産業は衰退の一途を辿っている。か
つて畑だった場所が主を失い荒れ果てていく中で、農業で以て地
域を豊かにし、国の活性化の一助になりたいという理念をもとに
取組を始めた。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
引き受けた耕作放棄地の中には、オリーブの栽培に向かない土

地もあり、新たにハーブ（バジル）の栽培に取り組んだ。
今後もそれぞれの土地にあった農作物の栽培を通して、耕作放

棄地の再生を模索していく。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
1940年、１本の八朔（はっさく）の苗木の植栽から始まった井

上誠耕園は、現在5,000本のオリーブと14種類の柑橘を育てる農園
に成長した。
2007年から耕作放棄地の再生に取り組み、現在も１年に１haを

目標に畑を整備している。耕作放棄地を再生し育てたバジルは、
独自の製造加工技術で、オリーブオイルに炊き込み「新鮮生葉バ
ジルオリーブオイル」として新発売した。農作物の魅力を最大限
に創出し、農業の発展に貢献したい。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
全国で農業に新規参入しようとする人のモデルとなるような企

業を目指す。耕作放棄地を再生し、農作物の価値を高める製造加
工技術・販売サービスを究め、百花繚乱の多様な人材が夢を持っ
て集う新しい農業の形を作りたい。

中国四国農政局

・新鮮生葉バジルオリーブオイル（上段）
・ハーブ（バジル）の栽培（下段）

代表 井上 智博氏

経営者からのコメント
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多度津高校建築科有志による獣害対策の取組

香川県

○ 取組内容
多度津高校では「大きな夢に向かってチャレンジし、高い理想

の実現を目指す」という目標に向かって各種活動を進めるなか、
令和２年１月から建築科生徒による箱罠製作プロジェクトを開始。
製作に当たっては「材料は入手が容易な市販品」、「状況に応じ
て柔軟に対応できるよう技術難度の高い加工は避ける」、「離島
等での運用を考慮し運搬、設置が容易なように軽量化を図る」と
いった工夫を凝らした。

○ 取組に至った経緯
令和元年、多度津町から「包括的連携・協力に関する協定（平

成25年）」を結んでいる多度津高校に対し、平成28年以降、急激
に増加したイノシシによる獣害への対策として、安価で軽量、か
つ実用的な捕獲用罠の製作依頼があり、要望に応えるべく着手。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
町と協力して獣害対策を行っている猟友会等の協力を得て、実

際に捕獲されたイノシシを用いて強度実験を行い、実用に足る信
頼性を獲得。また、地域おこし協力隊、農業改良普及センターや
関係団体に指導、協力を仰ぎ改良を重ね箱罠が完成。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
完成した箱罠は重量約60kgで市販の約半分程度。軽量化により

持ち運びが容易なことで、獣害が深刻な離島において猟友会協力
のもと微調整を重ね運用した結果、イノシシを捕獲することに成
功。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
現在、箱罠製作プロジェクトは、いのししプロジェクトへ引き

継がれ、箱罠の改良や追加製作に加え、捕獲したその先、町内で
駆除した地元産イノシシ肉を資源とした有効活用に向け、６次産
業化も含めた取組を進めている。

中国四国農政局

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

離島に設置した箱罠の状況調査

香川県立多度津高等学校（仲多度郡多度津町）
校長 琢磨 雅人

〇全日制課程に工業科４科と水産科２科、定時制課程の工業科２科、
さらに専攻科を併設する特色ある専門高校。

前川 英介氏

〇いのししプロジェクト、
通称「いのプロ」は、多
度津町内の数カ所に箱罠
の設置と定期的な
メンテナンス
を行っていま
す。適切な自
然環境の保全
を目指し活動
しています。

香川県立多度津
高等学校

担当教諭からのコメント
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輸出と自社内6次産業化で可能性を広げる

愛媛県

農業生産法人 株式会社ニュウズ（西宇和郡伊方町）
代表取締役社長 土居 裕子 https://www.news-mikan.com

〇主な事業 温州みかんを中心に16品目の柑橘を栽培。加工品も製造。
販売形態は、店頭での対面販売のほか、消費者への通信販売、首都圏
を中心としたスーパー・生協等への販売及び台湾への輸出。

○  取組内容
・約13haの園地で16種類の柑橘を生産。耕作放棄地になりそうな園
地の受け入れにも積極的に取り組み、経営面積を拡大。
・自社園地で栽培した柑橘類を自ら加工することで、通常は廃棄さ
れる皮やヘタなどを余さず活用した商品を製造販売。
・台湾に現地法人を設立。安心安全な農産物に関心の高い顧客を
ターゲットとして、柑橘の青果、ジュース、ドライフルーツ等を輸出。

○ 取組に至った経緯
・地域では農業の担い手不足から園地の荒廃が進んでおり、若い人
が通年で働ける場も少なかった。
・規格外品などは商品として扱われないことが多く、自分たちが愛
情を込めて栽培した柑橘を余さず味わって欲しいと常に感じていた。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・従業員の通年雇用
栽培品種の多様化に取り組み生果の周年供給体制を整えたこと。
また、加工品の製造販売を始めたことにより、社員が通年で働ける

環境を整備。
・販路の拡大
国内以外にも目を向け、台湾で開催される見本市に継続的に参加

することにより市場ニーズを確認できたことから、輸出に踏み切れた。

○ 取組の成果 （受賞・表彰等）
美味アワードJAPAN、マイナビニュース賞（令和２年）
全国優良経営体表彰働き方改革部門農林水産大臣賞(令和４年)
農林水産祭日本農林漁業振興会会長賞(令和５年)

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・加工部門は、現在、他社に製造委託しているゼリーやジュースな
ども自社内で完全６次産業化をすすめ、できたみかんを余すところ
なく有効利用したい。
・輸出部門では、台湾にとどまらず、近隣諸国にもマーケットを広
げていきたい。
・持続可能な農業を続けて次世代につなぐこと、地域の担い手とな
ることで、地域から求められる存在になりたい。

中国四国農政局

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

ニュウズが販売する柑橘
を利用したスウィーツ

〇愛媛のみかんの可能性
を広げ、農業界の先駆者

土居 裕子氏

本店外観 商品が並ぶ台湾店舗の店頭

になれる
ように、
これから
も様々な
挑戦を続
けていき
ます。

経営者からのコメント
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建物外観等写真（商品でも可）

日本一のまちづくり集団を目指します

愛媛県

株式会社地域法人 無茶々園（西予市）
代表取締役 大津 清次 https://www.muchachaen.jp

〇主な事業 農産物、海産物、加工品の営業、販売のほか、選果・出
荷場運営など。

○  取組内容
・無茶々園は、昭和47年に有機栽培を目指し、有機農業の研
究園としてスタート。有機農業の園地を拡大するとともに加
工品のブランド化や産直の拡大、新規就農者の育成・確保、
漁業者と連携した漁業振興にも取り組み、平成５年に株式会
社地域法人 無茶々園を設立した。
またグループ全体では、女性が活躍する高齢者への介護事

業や段々畑の観光事業など幅広く展開し、社員が意見を出し
合いながら自立した地域づくりにも取り組んでいる。

○ 取組に至った経緯
・農薬や化学肥料を使用する近代農業に疑問を持った創始者
が、「無農薬、無化学肥料栽培なんて無茶かもしれないが、
無茶苦茶に頑張ってみよう」と苦の文字は除き、実験農場を
「無茶々園」と名付け、有機農業を出発点とし地域づくりへ。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・地球温暖化や労働力・人材不足などの課題に対し、有機農
業など環境にやさしい環境保全型農業を普及していくととも
に、担い手の育成や家族経営の維持はもとより、地域全体と
して様々な活動や交流をとおして多様な人材を取り込む。そ
れにより経営形態の多様化及び経営強化を図り、地域の活性
化や所得の向上を目指す。

○ 取組の成果 （受賞・表彰等）
第55回全国農業コンクール優秀賞（平成18年）
農林水産祭むらづくり部門天皇杯（平成28年）
サスティナブルコスメアワード2021最高賞（令和３年）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・地域自給と事業推進による自立したモデルを構築し、地域
づくりまで事業化することで若い家族の定住促進に繋げていく。
・都市、世界とつながり、無茶々園のモデルを拡げていく。

廃校を利用した事務所無茶々園活動拠点 西予市明浜狩江地区

中国四国農政局

大津 清次氏

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

〇食料・エネルギー・福
祉・雇用・住環境の自給
できる持
続可能な
地域づく
りを推進
し、社会
に貢献し
ます。

無茶々園が販売する加工品（抜粋）
上段：温州みかんジュース等の柑橘飲料
下段左：伊予柑しっとり石鹸
下段右：乾燥野菜とドライフルーツ

事業者からのコメント
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地域の形を維持するコミュニケーションビジネス

高知県

特定非営利活動法人 日高わのわ会（高岡郡日高村）
理事長 濱田 善久

〇主な事業：障害者向け就労支援、福祉サービス事業、喫茶事業（配食
サービス）、日高村産フルーツトマトを使った製造加工販売事業等。

○  取組内容
地域のこまりごとを解決するコミュニティビジネスの発展と、

行政の縦割りを横につなぐパイプ役として大小30近くの事業を展
開。
主な事業：障害者向け就労支援、福祉サービス事業、喫茶事業

（配食サービス）、日高村産フルーツトマトを使った製造加工販
売事業等。

○ 取組に至った経緯
村の子育て支援センターに集まる母親達が地域の困りごとを自

分達で解決していこうと、「できる人が できることを できる
時間に」を合い言葉に一人ではなくみんなで人の役に立つことを
始めた住民活動グループの結成からスタート。
平成17年「NPO法人日高わのわ会」を設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
多岐にわたった様々な活動を行っている団体はほとんどなく、

まわりから理解されないことも多かった。わのわ会の理念を崩さ
ず活動を続けること20年。最近では社会の理解も進んできた。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
小規模多機能型の事業を展開し、住民の様々なニーズに対応す

ることにより、日高村で生活することへの住民満足度の高まりを
実感。
「食かけるプライズ2020」ネクストブレイク賞受賞
令和２年度「あしたのまち・くらしづくり活動大賞」内閣総理
大臣賞受賞

令和４年度中国四国農政局「ディスカバー農山漁村(むら)の
宝」選定地区

○ 今後の展望 （将来に向けて）
地域の「こまりごと」をビジネス化。
日本の地方の地域のロールモデルになるべく日本を元気にして

いく。

中国四国農政局

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

〇外からの人を地域に受
入れ、母親のように新し
いチャレンジを支えてい
きます。

全体事業図

「日高村フルーツトマト」を使ったトマトソースなど 運営している施設「Eat&stayとまとと」にて

https://wanowa-hidaka.com/tomato

事業者からのコメント

安岡事務局長
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地元発着型産業で地域を元気にしたい

高知県

株式会社四万十ドラマ（高岡郡四万十町）
代表取締役 畦地 履正

○  取組内容
「四万十川に負担をかけないものづくり」をコンセプトに

四万十川流域で生産された農産物を活用した商品を開発し、
自ら加工・販売を行い、利益を地域に還元し、地域における
雇用の創出、農業所得の確保及び人材の育成。

○ 取組に至った経緯
地域における高齢化・後継者不足や耕作放棄地拡大などの

課題解決に向け、「新しい価値観をつくり地域振興に寄与す
ること」を目的に第三セクターとしてスタート。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
開発商品は「四万十」のブランド力を生かし、関東圏やEC

を中心に販売し、得た利益で商品原料となるくり・かんしょ
を再生産可能となる価格で買取るとともに、地域内外から担
い手を受入れ、くり・かんしょの生産拡大を図り、耕作放棄
地の解消に取り組んでいる。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成19年度 立ち上がる農村漁村認定（農林水産省）
平成22年度 地域づくり総務大臣表彰優秀賞受賞
平成29年度 地域未来牽引企業認定（経済産業省）
令和４年度 ディスカバー農山漁村の宝優秀賞
令和５年度 イノベーションネットアワード 2023

堀場雅夫賞（経済産業省）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
地域の関連会社と連携し、現在の取組を継続していく。ま

た、農業体験・研修を主とした施設「しまんと分校」を建設
し、人材育成を進めていく。

中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

耕作放棄地に新植した「しまんと地栗」

〇足元の資源を大切に、
100年後も続く産業づくり
を目指します！

高知県版ＨＡＣＣＰを取得した工場

地栗もんぶらん プルミエmini いも焼き菓子「ひがしやま。」

https://ziguri.jp/

経営者からのコメント

畦地 履正氏
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【お問合せ先】

中国四国農政局企画調整室
〒７００－８５３２ 岡山市北区下石井１－４－１
TEL ０８６－２２４－４５１１（代表）

本資料は中国四国農政局ホームページに掲載しております。

https://www.maff.go.jp/chushi/assess/wpaper/index.html#meguji


